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第  1  号 

  〒840-0804 
  佐賀市神野東 4-12-40 
   電話 0952-30-8571 

5 月行事予定 

１ 日  

２ 月  

３ 火 憲法記念日 

４ 水 みどりの日 

５ 木 こどもの日 

６ 金  

７ 土  

８ 日  

９ 月  

10 火  

11 水  

12 木 １学期中間考査 

13 金 １学期中間考査 

14 土 後援会総会 

15 日  

16 月 代休（5/14 分） 

17 火 
40×6授業（～24日） 

歯科検診（2-1,2） 

18 水  

19 木 内科検診（2-1,2,3） 

20 金 耳鼻科検診（１年） 

21 土  

22 日  

23 月 部活動壮行会⑥ 

24 火 教育実習（～6/11） 

25 水 40×4、壮行会 

26 木 40×4 

27 金 高校総体（～２日） 

28 土  

29 日  

30 月  

31 火  

※変更することもあります 

職名・教科 お名前 新所属 

校長 牛島  徹先生 小城高校へ 

副校長 円城寺祐子先生 ご退職 

主幹教諭 (数学) 中西 美香先生 有田工業高校へ 

教諭 (書道) 德廣 彩圭先生 佐賀北高校へ 

教諭 (商業) 田中 良尚先生 鳥栖商業高校へ 

教諭 (商業) 堀  美和先生 太良高校へ 

教諭 (商業) 坂口 雅輝先生 佐賀北高校（通）へ 

主査 江島 一矢先生 高志館高校へ 

主事 末藤 咲李先生 総務事務Ｃへ 

講師 (商業) 小副川雄斗先生 鳥栖商業高校へ 

事務 小野 聖子先生 牛津高校へ 

進路 永石久仁子先生 高志館高校へ 

 

職名・教科 お名前 前任校 

校長 深町 俊善先生 伊万里実業高校より 

教頭 城ケ崎郁剛先生 佐賀商業高校より 

教諭 (書道) 田中 皇洋先生 白石高校より 

教諭 (商業) 馬場 健太先生 鳥栖商業高校より 

教諭 (商業) 坂東委麻子先生 鳥栖商業高校より 

教諭 (商業) 兼武 順一先生 唐津商業高校より 

教諭 (商業) 谷口 佳子先生 学校教育課より 

主任主査 御厨 和香先生 盲学校より 

主査 髙木 梨帆先生 佐賀県庁より 

講師 (商業) 瀧本 春華先生 新規任用 

講師 (商業) 山田 悠太先生 新規任用 

講師 (数学) 武藤 寛明先生 新規任用 

養護 児島 有紀先生 ※佐賀東高校と兼務 

進路 井手 恭子先生 武雄高校より 

 

ご退職・ご転出の先生方 ご転入の先生方 

①「心遣い」の発言や行動ができる生徒を育成する。  ②分かる授業を目指し、生徒の意欲を高め、確かな学力を育成する。 

③自分の考えをわかりやすく伝えることができる生徒を育成する。 ④地域の期待に応える魅力ある学校づくりを推進する。 

 

四
月
一
日
よ
り
本
校
の
校
長
に 

就
任
し
ま
し
た
、
深
町
俊
善 

（
ふ
か
ま
ち
と
し
よ
し
）
で
す
。 

こ
れ
ま
で
県
内
の
商
業
高
校
や 

特
別
支
援
学
校
、
通
信
制
高
校
で 

勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
佐
賀
商
業
高
校
は
、
今
回 

で
二
度
目
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。 

 

本
校
は
県
内
で
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
商
業
高
校
で
あ
り
、

今
年
で
百
十
五
年
目
を
迎
え
る
学
校
で
す
。
生
徒
と
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
進
路
実
現
、
資
格
取
得
、
そ
し
て
、
部
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め

に
努
力
を
怠
ら
な
い
生
徒
と
、
生
徒
の
「
大
い
な
る
明
日
」
を

見
据
え
な
が
ら
、
生
徒
の
挑
戦
を
全
力
で
支
援
す
る
体
制
で

教
育
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

私
は
「
前
向
き
に 

明
る
く 

健
康
的
に
」
過
ご
せ
る
学
校

作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
友
だ
ち
と
会
っ
て
話
し
が
で
き

る
こ
と
が
楽
し
い
。
部
活
動
で
み
ん
な
と
活
動
す
る
こ
と
が

楽
し
い
。
こ
の
授
業
は
良
く
わ
か
る
の
で
楽
し
い
。
上
位
の
検

定
試
験
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
楽
し
い
。
生
徒
の
皆
さ
ん
、
ま
ず

は
学
校
に
来
る
「
楽
し
み
」
を
一
つ
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
、
先
日
学
校
宛
に
届
い
た
、
本
校
三
年
生
の
「
勇
気
あ

る
優
し
い
行
動
」
へ
の
匿
名
メ
ー
ル
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

今
朝
Ｊ
Ｒ
長
崎
方
面
へ
の
下
り
普
通
列
車
（
７
時

分
佐
賀
駅

着
）
に
乗
車
し
て
い
た
の
で
す
が
、
電
車
を
降
り
て
目
の
不
自
由
な

方
が
杖
を
頼
り
に
改
札
へ
向
か
お
う
と
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
階
段

も
あ
り
混
雑
し
て
い
た
の
で
大
丈
夫
か
な
と
心
配
し
つ
つ
も
、
何
も

せ
ず
に
ト
イ
レ
へ
寄
っ
て
改
札
へ
向
か
い
ま
し
た
。
す
る
と
御
校
の

赤
い
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
の
女
子
生
徒
さ
ん
（
肩
上
ぐ
ら
い
の
髪
型
）
が

そ
の
目
の
不
自
由
な
方
を
、
改
札
を
通
る
ま
で
、
お
手
伝
い
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
混
雑
す
る
時
間
帯
で
、
な
か
な
か
勇
気
が
い
る
行
動
を

取
ら
れ
て
い
た
姿
を
拝
見
し
、
大
人
の
私
が
何
も
出
来
な
か
っ
た
自

分
を
後
悔
す
る
と
と
も
に
そ
の
女
子
生
徒
さ
ん
を
見
て
ほ
っ
こ
り
し

ま
し
た
。
是
非
、
そ
の
生
徒
さ
ん
の
行
動
を
褒
め
て
頂
き
今
後
も
素

晴
ら
し
い
心
を
持
っ
た
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
メ
ー
ル
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
恐
ら
く
部
活
動
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
人
で
そ
の

よ
う
な
行
動
を
取
ら
れ
て
い
た
事
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
匿
名
の
一
般
人
よ
り
】 

  

私
は
今
年
度
の
重
点
目
標
の
一
つ
に
、『
「
心
遣
い
」
の
発
言

や
行
動
が
で
き
る
生
徒
を
育
成
す
る
』
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
の
人
が
不
安
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
中
、

周
囲
の
心
を
温
か
く
す
る
勇
気
あ
る
行
動
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
商
生
の
ひ
と
り
と
し
て
「
心
遣
い
」
の
で
き
る
人
に
な
っ
て

新
年
度
に
よ
せ
て 

～
深
町
俊
善
校
長
～ 

今年度の重点目標 

入
学
お
め
で
と
う 

～
新
た
な
仲
間
を
迎
え
ま
し
た
～ 

 
 

 

四
月
八
日
（
金
）、
春
の
麗

ら
か
な
日
差
し
の
下
、
佐
賀

商
業
高
等
学
校
入
学
式
を
行

い
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の
爽

や
か
な
演
奏
に
合
わ
せ
、
保

護
者
の
方
々
や
本
校
職
員
の

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
商
業
科
二
百
名
、
情
報
処

理
科
三
十
八
名
の
新
入
生
が

入
場
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

式
で
は
、
深
町
校
長
先
生

が
入
学
許
可
の
宣
言
を
さ
れ

た
後
、
新
入
生
を
代
表
し
て

溝
口
陽
仁
君
（
鍋
島
中
出
身
）

が
宣
誓
文
を
読
み
上
げ
ま
し

た
。
校
長
祝
辞
で
は
「
良
き
習

慣
を
つ
く
り
、
思
い
や
り
と

感
謝
の
心
を
持
ち
、
出
会
い

を
大
切
に
し
、
自
分
の
人
生

を
切
り
開
く
高
校
生
活
を
」

と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
吹
奏
楽
部
に
よ

る
校
歌
吹
奏
、
学
年
主
任
・
担

任
団
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

式
後
、
各
教
室
で
は
担
任

の
先
生
に
よ
る
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は

大
き
な
期
待
を
胸
に
、
佐
賀

商
業
高
校
生
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

初めての 
 ホームルーム 

入学を 
 許可されました 

転
出
・
転
入
者
紹
介 

 

今
回
の
人
事
異
動
で
、

三
月
末
に
佐
賀
商
業
高
校

を
ご
退
職
・
御
転
出
さ
れ

た
先
生
方
と
、
四
月
よ
り

ご
転
入
さ
れ
た
先
生
方
を

紹
介
し
ま
す
。
佐
賀
商
業

高
校
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

部
活
動
紹
介 

～
充
実
し
た
活
動
内
容
と
実
績
～ 

 

四
月
十
一
日
、
新
入
生
を
対

象
に
部
活
動
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。
三
月
の
全
国
選
抜
大
会

で
個
人
優
勝
、
団
体
優
勝
を
果

た
し
た
柔
道
部
を
筆
頭
に
、
Ｓ

Ｓ
Ｐ
杯
優
勝
の
テ
ニ
ス
部
（
個

人
・
団
体
）
、
陸
上
競
技
部
（
個

人
）
女
子
卓
球
部
（
団
体
）、
水

泳
部
（
団
体
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
（
団
体
）
、
準
優
勝
の
サ
ッ

カ
ー
部
、
男
子
バ
レ
ー
部
、
秋

の
大
会
優
勝
の
野
球
部
、
Ｉ
Ｔ

パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
高
度
資
格

取
得
と
全
国
大
会
出
場
を
果

た
し
た
情
報
処
理
部
、
全
国
二

位
、
九
州
内
で
は
本
校
だ
け
の

速
記
部
、
数
々
の
入
賞
を
誇
る

書
道
部
、
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受

賞
の
吹
奏
楽
部
、
他
、
た
く
さ

ん
の
部
活
動
の
実
績
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
書
道
部
は
作
品
を
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、
テ
ニ
ス
部

は
実
演
を
、
吹
奏
楽
部
は
ス
テ

ー
ジ
ド
リ
ル
を
披
露
し
、
部
活

動
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
し

た
。 

 

二
十
五
日
に
部
活
動
編
成

が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
現
在
、

各
部
活
動
で
体
験
入
部
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

大作を紹介 
   書道部 

攻撃の技紹介 
フェンシング部 

ラリーしながら 
 部活動紹介 

迫力の 
 ステージドリル 

新しく来られた先生方と共に 
 佐商の伝統を守り、さらに高めていきましょう 


